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（現地でなければ得られない生の情報の必要性）  

• 移住検討にあたって行う現地訪問に対するサポートに「とても関心がある」が「関心がある」の合計が 8～9
割に達し高い関心。移住希望者は、 現地でなければ得られない情報 を欲している。

• 「とても関心がある」と答えた人のうち、「現地視察のサポート」は、 20代が50.3％と関心が高い。特に若い
層は、移住検討の際にみるべきポイントがつかみ切れていないことが想定される。移住検討にあたって現
地視察は重要であることから、 現地視察の進め方の可視化・提示 が必要。

（「田舎暮らし体験」や「職業体験」のイベントなどにより、暮らしと仕事の実体験を求める傾向）
• 移住の検討を進める上で参加したいイベントを聞いたところ、「田舎暮らし体験イベント (52.8％)」「職業体

験イベント(43.6％)」「特色を理解するツアー (43.0%)」「農業体験イベント (37.0％)」と高い関心。移住先の
暮らしの理解のほか、これまで移住体験イベントに組み込まれることが少なかった 仕事についても、実際に
体験するニーズが強い 。

（ 移住相談窓口において一次情報をリアルタイムで得たい傾向）
• 移住希望者が相談窓口に求めるものは、「住宅・仕事などの最新情報 (43.6％)」が最も多く、次いで「ス

ピーディな対応 (38.4％)」、「ワンストップ (38.1％)」。
• インターネットで得られる一般的な情報だけではなく、移住希望者の関心に沿った 住宅・仕事等の一次情

報を、移住相談員が可能な限り集約し、的確に提供することが求められている。

（移住後は、地域サポーターの存在が重要。定着支援に向けた現地とのつながりづくりが必要）
• 実際に移住した後のサポートとして求めるものは、「気軽に相談に乗ってくれる地域サポーター (48.3％)」が

最も関心が高く、「地域住民との接点づくり (40.2％)」「ローカルルールについての情報提供 (39.6％)」が続
く。

• 特に、子育て世帯では「地域住民との接点づくり」がその他よりも 5.5％高い傾向。
• 定着支援に向けた地域サポーター の役割は重要であり、移住者の具体的な困り事に対応できる地域人材

や情報提供が重要。

• 移住を検討するとき、移住希望者が相談窓口に求めるものは、「住宅・仕事などの最新情報 (43.6％)」に次
いで「スピーディな対応 (38.4％)」、「ワンストップ (38.1％)」と続く

• インターネットで得られる一般的な情報だけではなく、移住希望者の関心に沿った 具体的な住宅・仕事等
の情報を、移住相談員が可能な限り集約し、的確に提供 することが求められている

（仕事体験のイベントにも関心）

• 移住の検討を進める上で参加したいイベントとしては、「田舎暮らし体験イベント(52.8%)」「特色を理解する
ツアー(43.0%)」といった暮らしの理解のほか、「職業体験イベント(43.6％)」「農業体験イベント(37.0%)」など仕
事体験にも関心。  

• 実際に移住した場合の 暮らしや仕事をリアルに理解したい 傾向の表われと考えられる  

• 具体的な仕事探しに先だって、企業の職場見学や農業体験などの機会を提供することも有効  
 
（現地訪問に関するサポートの必要性）

• 移住検討のための現地訪問に対するサポートは非常に関心が高く、 現地でなければ得られない情報を欲
していることが伺える。 

• 「とても関心がある」と答えた人のうち、「現地視察のサポート」は、特に20代が50.3%と関心が高い。若い層
は現地視察での確認ポイントがつかみ切れていないことが想定され、現地視察の進め方等の可視化・提
示が必要

 
（定着支援に向けた地域サポーター等の工夫）

• 移住後のサポートとして「地域サポーター(48.3%)」が最も関心が高く、「地域住民との接点づくり(40.2%)」
「ローカルルールについての情報提供(39.6%)」が続く。  

• 定着支援に向けて、相談に乗れる地域サポーターの役割は重要 。移住者の具体的な困り事に対応できる
地域人材や情報提供が必要  

調査結果のサマリー 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◼調査目的　　
同センターにて企画を実施している移住者獲得に向けた情報発信施策の構築において、本調査の結果をもとに
効果的なターゲット・媒体・コンテンツ等の設定に資することを目的とする。

◼スクリーニング調査
・調査方法 ：インターネットパネル調査
・調査対象 ：関東1都6県、宮城県、大阪府、愛知県在住の20代〜60代の一般男女個人
　 　*1都6県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、群馬県、栃木県）
・サンプル数：50,000人（有効票本数）
・抽出方法 ：40,000人を関東1都6県、宮城県を人口構成比で割り付け、大阪府と愛知県を5,000人ずつ割付  
・調査時期 ：令和5年(2023年)12月  

◼本調査
・調査方法 ：インターネットパネル調査  
・調査対象 ：関東1都6県、宮城県在住の20代〜60代の一般男女個人  
　 　*1都6県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、群馬県、栃木県）  
・サンプル数：900人  
・抽出方法 ：スクリーニング調査回答者のうち  

　　⑴「福島県浜通りエリアにできれば仕事・ボランティアとして関わりたい」と回答かつ  
　　⑵福島県に「とても住んでみたい」「住んでみたい」「二拠点居住なら住んでみたい」  

　　　　　　　と回答した者。  
　　⑶前回調査の出現率に基づいた性年代別の割付けを実施  

・調査時期 ：スクリーニング調査と同様  
・有効標本数：810サンプル  
 

調査概要 

※今回調査と比較を行った前回以前の調査の実施時期及びサンプル数 
　第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810
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現地訪問で欲しいサポートでは「現地視察サポート」が第1位。 

現地でなければ得られない生の情報を得る方法が求められている 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

・「現地視察のサポート」は男女ともに 20代の「とても関心がある」という傾向が強い

- 20代　50.3%　30代　46.4%　40代　43.3%　50代　31.0%　60代　37.6%

 
『移住検討のための現地訪問をサポートする以下のようなサービスに、どの程度関心がありますか。それぞ

れお知らせください。（それぞれ１つずつ選択）』 

とても関心、関心
ーできれば積み上げ
ーだめなら横に並んだ棒
・横軸：サポート内容
・凡例：とても関心、関心

移住検討のための現地訪問に対するサポートは非常に関心が高い。「とても関心がある」と答えた人のう
ち、「現地視察のサポート」は、特に20代が50.3％。若い層は現地視察での確認ポイントがつかみ切れてい
ないことが想定され、現地視察の進め方等の可視化・提示が必要 

現地視察の 
サポート 

現地の人との 
交流の機会の 
セッティング 

仕事探しや 
住まい探しの 
窓口等につなげる
フォローアップ 

とても関心ある層のみ 

現地視察の 
サポート 

現地の人との 
交流の機会の 
セッティング 

仕事探しや 
住まい探しの 
窓口等につなげる
フォローアップ 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参加したいイベントとして、「田舎暮らし体験」「職業体験」等 

にも関心が強い。暮らしと仕事のリアルな姿を体験したい傾向 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

・このうち、「田舎体験」「農業体験」は子あり世帯の関心が高い

・「職業体験」は、 ×子の有無、×性別の差はない。年代は高年齢になるほど高い

・「特色を理解するツアー」も、職業体験と同じ

『あなたが、福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村への移住の検討を進めるうえで、参加したいと思う

ものをすべてお知らせください。（複数選択可）』  

田舎暮らし 
体験イベント 

農業体験 
イベント 

職業体験 
イベント 

福島浜通り
の市町村の
特色を理解
するツアー 

地域の伝統 
文化に触れる 
イベント 

「田舎暮らし体験イベント(52.8％)」「特色を理解するツアー(43.0％)」といった暮らしの理解のほか、「職業体
験イベント(43.6％)」「農業体験イベント(37.0％)」など仕事体験にも関心。具体的な仕事探しの前に、企業の
職場見学や農業体験などの機会を提供することも有効 

あてはまる 
ものはない 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6

移住相談窓口に求めるものは、「最新情報」や「スピーディさ」 

「ワンストップ」。生の情報をリアルタイムで得たい傾向 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

ワンストップ対応の男女比

男性：40.47％

女性：33.07％

相談者に合わせた提案の男女比

男性：36.87％

女性：39.76％

最新情報の男女比

男性：46.76％

女性：36.61％

仕事や住宅等 
など最新の 
情報を提供 
してくれる  

一つの窓口で 
ワンストップ 
で教えてくれる  

スピーディー 
に相談に対応 
してくれる 

相談者の状況に
合わせた提案を
してくれる  

相談後に追加的
な情報提供など
のフォローアップ
を行ってくれる 

相談対応できる
範囲をホーム
ページで事前に
周知してくれる  

第1位「最新情報(43.6%)」に次いで第2位「スピーディな対応(38.4％)」第3位「ワンストップ(38.1％)」と続く。移
住検討に直結する質の高い情報を、移住相談員が集約し的確に提供することが重要 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移住後は、移住者の相談に対応できる地域サポーターの存在が重要 
定着支援に向けた地域とのつながりづくりが求められている 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

定着支援に向けた支援策としては、「気軽に相談にのってくれる地域サポーター」が1位、「地域住民との接
点づくり」が2位、「地域特有のローカルルールについての情報提供」が3位。 
子どもありの世帯では、子なし世帯に比べ、地域住民との接点づくりは5.54%多く求めている。 

『設問』  

＜定着支援＞　　　

・「気軽に相談にのってくれる地域サポーター」が最も高く 48.3%（子ども有無に限らない）

・「地域住民との接点づくり」が 2位で40.2%。子ども有りはなしに比べて 7％高い

・「地域特有のローカルルールについての情報提供」が 3位で39.6%。子どもの有無で差は生じていない

気軽に相談に
乗ってくれる地域

サポーター 

地域住民との接
点づくり  

地域特有のロー
カルルールにつ
いての情報提供  

職場でのつなが
りづくり  

不動産アドバイ
ザーなどの専門
家に繋げてくれる
サポート  

移住者同士の 
交流会 

移住後のサポートとして「地域サポーター(48.3%)」が最も関心が高く、「地域住民との接点づくり(40.2%)」
「ローカルルールについての情報提供(39.6%)」が続く。子育て世帯からは地域住民との接点づくりのニーズ
がその他より5.5％高い傾向。移住者の具体的な困り事に対応できる地域人材や情報提供が必要 

『福島への移住後のサポートとして、あなたが受けることに関心があるものを全てお知らせください。（複数選択可）』 



福島移住促進のための情報発信に向けたインターネットパネル調査（第5回）・2024.3 
 

1. 調査対象者の基本属性…………………………………………………………………………………………………………… 

1.1　調査対象者の基本属性ー全体 

1.2　調査対象者の基本属性ー福島移住関心層 

2. 移住にあたって重視すること…………………………………………………………………………………………………… 

2.1　移住における「仕事」「生活環境」のバランスー福島移住関心層 

2.2　移住後に希望する仕事ー福島移住関心層　 

2.3　移住後に希望する職種ー福島移住関心層　 

2.4　浜通りエリアへ移住検討の際に重要だと思う仕事面でのポイントー福島移住関心層 

2.5　移住する際の仕事探しで重視するポイントー福島移住関心層　 

2.6　就職・転職する際に求めるサポートー福島移住関心層 

2.7　新規就農・雇用就農への関心ー福島移住関心層　 

2.8　新規就農・雇用就農にあたって重視する情報ー福島移住関心層　 

2.9　浜通りエリアへ移住検討の際に重要だと思う生活面でのポイントー福島移住関心層 

2.10  移住する際の住まい探しで重視する情報ー福島移住関心層 

2.11  移住する際の住まい探しで希望する家賃ー福島移住関心層　 

2.12  移住する際の住まい探しで希望する間取りー福島移住関心層 

2.13  移住する際の住まい探しで希望する築年数ー福島移住関心層　 

2.14  移住する際の住まい探しで希望する立地条件ー福島移住関心層　 

2.15  移住する際の住まい探しの際に求めるサポートー福島移住関心層　 

2.16  移住先での子育て・教育で重視するポイントー子どもを持つ福島移住関心層 

2.17  移住先での余暇の過ごし方ー福島移住関心層　 

2.18  移住に関する意志決定の仕方ー福島移住関心層　 

2.19  移住に関する支援制度への関心ー福島移住関心層 

2.20  移住支援金による浜通りエリアを中心とした12市町村への移住についてー福島移住関心層 

p.11 

 

 

p.14 

その他の調査結果ー目次① 

8

11 

12 

 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32



福島移住促進のための情報発信に向けたインターネットパネル調査（第5回）・2024.3 
 

その他の調査結果ー目次② 

2.21　起業支援金による浜通りエリアを中心とした12市町村への移住についてー福島移住関心層 

2.22　移住先で開業・起業を検討するときに重視する情報ー起業に関心のある福島移住関心層 

2.23　移住を検討する上で利用したい相談手段ー福島移住関心層 

2.24　移住を検討する上で参加したいものー福島移住関心層 

2.25　移住を検討する上で必要だと思う行動ー福島移住関心層 

2.26　移住を検討するための現地訪問の目的ー福島移住関心層 

2.27　移住を検討する上で利用したいサポートー福島移住関心層 

2.28　移住後に持ちたい地域住民との関係性ー福島移住関心層 

3. 移住に関する意向………………………………………………………………………………………………………………… 

3.1　移住意向ー全体 

3.2　移住意向ー福島移住関心層 

3.3　福島県への移住意向ー全体 

3.4　浜通りエリアを中心とした12市町村への移住意向ー福島移住関心層 

3.5　浜通りエリアを中心とした12市町村で移住したいと思うエリアー福島移住関心層 

3.6　移住に関心を持つ理由ー福島移住関心層 

3.7　移住決定を妨げる要因ー福島移住関心層 

3.8　移住のタイミングー福島移住関心層

4. 移住施策等に関する認知………………………………………………………………………………………………………… 

4.1　福島県への移住に関する情報の浸透状況ー全体 

4.2　福島県への移住に関する情報の浸透状況ー福島移住関心層 

4.3　移住施策に関する認知ー全体 

4.4　移住施策に関する認知ー福島移住関心層 

4.5　エリア別の移住受け入れの進捗に関する認知ー福島移住関心層 

4.6　エリア別の仕事、生活環境整備の進捗に関する認知ー福島移住関心層 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p.59 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5. 情報取得経路……………………………………………………………………………………………………………………… 

5.1　利用頻度の高いメディアー全体 

5.2　利用頻度の高いメディアー福島移住関心層 

5.3　各広告・キャンペーンの認知経路ー全体 

5.4　各広告・キャンペーンの認知経路ー福島移住関心層 

6. 移住と復興………………………………………………………………………………………………………………………… 

6.1　福島県の浜通りエリアとの関係性ー全体

6.2　福島県の復興についての関心ー全体

6.3　福島県の復興についての関心ー福島移住関心層

6.4　福島県の浜通りエリアとの関係性ー福島移住関心層

6.5　浜通りエリアの現状についての理解ー福島移住関心層 

p.68 

 

 

 

 

p.73 

その他の調査結果ー目次③ 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1.　調査対象者の基本属性 

11
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●職業別分布

12

●男女構成比 ●年代構成比

●対象都道府県別分布

1.1　調査対象者の基本属性ー全体 

●子ども有無構成比

子どもあり
46.9%

子どもなし
53.1%

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

男性女性
未婚・
子どもなし

既婚・子どもなし離・死別・子どもなし
2.5%

既婚・
子どもあり

離・死別・子どもあり
5.0%

未婚・子どもあ
り0.6%

会社員
(契約社員
/派遣社員含む)

パート・アルバイト

専業主婦・
主夫

無職・
リタイア　

自営業・自由業6.5%

会社・団体の経営者
  ・役員　4.0%

公務員1.3%学生2.9% その他0.4%

単位：人

12
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●職業別分布

1.2　調査対象者の基本属性ー福島移住関心層 

13

●対象都道府県別分布

●男女構成比 ●年代構成比 ●子ども有無構成比

未婚・
子どもなし

子どもあり 
45.2% 

子どもなし 
52.5% 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=810） 

既婚・子どもなし離・死別・子どもなし
1.6%

既婚・
子どもあり

離・死別・子どもあり
3.6%

未婚・
子どもあり
1.4%

会社員
（契約社員
／派遣社員含む）パート・アルバイト

自営業・自由業

会社・団体の経営者
・役員　5.8%

無職・リタイア　4.3%
学生　3.7%

公務員3.2% 専業主婦・主夫3.2%
その他0.4%

男性

女性

単位：人
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2.　移住にあたって重視すること 

14
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15

2.1　移住における「仕事」「生活環境」のバランスー福島移住関心層 

『あなたが、福島へ移住を検討するにあたり、仕事と生活環境とどちらが重要ですか。（１つ選択）』

「やりたい仕事」「快適に住める生活環境」のいずれかを求める傾向が強まり、仕事と生活環境の両立を重要視
する割合は低くなってきている  
 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）

復興への関心低下に伴い、仕事への関心も低下していると推測される  
生活情報の発信強化が必要と考えられる

やりたい仕事があるかどう
かが重要である 

快適に住める生活環境が
あるかが重要である  

仕事と生活環境の両立が
移住において重要である  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『あなたが福島県に移住したとしたら、福島県で新たにどのような分野の仕事をしたいと思いますか。 
あてはまるものをいくつでもお知らせください。（複数選択可）』 

第4回 

49.2 

25.6 

24.9 

23.8 

21.8 

21.0 

15.0 

14.4 

16

第5回 

2.2　移住後に希望する仕事ー福島移住関心層　 

「まちを支える仕事」への関心が依然高く、2.2ポイント増加。「先端技術関連の仕事」「農業・漁業・林業」「起業・フ
リーランス」なども増加。

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第3回(R4.9月) ：N=871、第4回(R5.3月) ：N=863）

インフラ関連の仕事・リモートワークへの関心が上昇。首位の「まちを支える仕事」の引き続きの強化、リモート
ワークに関する発信の追加実施が必要と考えられる

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）

単位：％

49.0

21.0
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2.3　移住後に希望する職種ー福島移住関心層　 

営業 専門職 マーケティ
ング

企画 人事 サービス職 技術職 経理 マネジ
メント

その他

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

『あなたが福島県に移住した場合、どのような職種の仕事をしたいと思いますか。 
あてはまるものをいくつでもお知らせください。（複数選択可）』 

移住後に就きたい職種として最も多いのが「専門職」、次いで「マーケティング」「サービス職」と続く。専門職につ
いて内容が明らかでないが、医療福祉などの資格職など、移住前の専門性を活かして就業を継続する希望があ
ることが推測される  

17
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18

2.4　浜通りエリアへ移住検討の際に重要だと思う仕事面でのポイント 
ー福島移住関心層 

『あなたが、福島県の浜通りエリアに移住することを検討する場合に仕事面で重要だと思うものを教えてください。 
（それぞれ１つずつ選択）』 ※「とても重要」、「やや重要」の合算値

 

全体として「仕事上での人間関係」「仕事のやりがい」など仕事の充実に関することを重視する一方、「休日の取り
やすさ」「残業の少なさ」も増加し、ワークライフバランスも重視する傾向がある。「やりがい」「人間関係」「種類の多さ」といった仕事内容に関するものを待遇よりも重視する傾向がある

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村での仕事を探す際に、求人の要素として以下の選択

肢の中から重視する項目を上位3つまでお知らせください。（３つまで選択可）』  

仕事探しで重視する項目として、第1位「具体的な仕事内容」に次いで「待遇や福利厚生等の条件面」「職場
の雰囲気」が続く。20～30代では会社のビジョンを重視する傾向がある 

2.5　移住する際の仕事探しで重視するポイントー福島移住関心層 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2.6　就職・転職する際に重視するサポートー福島移住関心層　 

20～30代は「希望する条件にあった求人情報を自分で探せる」「求人が網羅されているサイトがある」を強く求め
ている。Webサイトを通じて移住者が求人を探しやすい情報の集約や網羅性が求められる  

希望する条件 
にあった求人 
募集を自分で 
容易に探せる 
こと 

地域の求人が 
網羅されている 
サイトが存在 
すること 

移住者を積極的 
に募集する求人 
が掲載されて 
いること 

自治体から 
地域の求人を 
紹介してくれる 
こと 

転職後に地域や 
企業などから 
困りごとに関するサ
ポートを受けられる
こと 

『あなたが福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村で就職・転職する際のサポートとして、以下の選択肢

の中から重視する項目を上位3つまでお知らせください。（３つまで選択可）』  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 
20
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2.7　新規就農・雇用就農への関心ー福島移住関心層 

『福島の移住先で、新規就農・雇用就農に興味はありますか。（１つ選択）』 

農業への関心は「とても興味がある」「興味がある」を合計すると、20代で60.0％、30代で64.5％と、  
6割以上の関心がある。農業という仕事を具体的に訴求することが有効と考えられる

20代 30代 40代 50代 60代

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 
21
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2.8　新規就農・雇用就農にあたって重視する情報ー福島移住関心層 

『あなたが移住先で新規就農・雇用就農を検討する場合、重視する情報をすべてお知らせください。 
またその中から最も重視する情報をひとつだけお知らせください。』 

新規就農・雇用就農にあたって「補助金などの支援制度」は全年代で関心が高い。また、20～30代は「現地の就
農の例」「地域の農業のニーズ」など、農業のリアルな姿や仕事としての可能性に関心が高い

補助金など
の支援制度 

現地の新規
就農・雇用就
農の例 

地域の農業
に関するニー
ズ 

行政や公的
機関とのつな
がり 

先輩農家や
支援団体等
とのつながり 

就農関連の
イベントやセ
ミナー等の情
報 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=700） 
22
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2.9　浜通りエリアへ移住検討の際に重要だと思う生活面でのポイント 
ー福島移住関心層 

『あなたが、福島県の浜通りエリアに移住することを検討する場合に生活面で重要だと思うものを教えてください。 
（それぞれ１つずつ選択）』※「とても重要」、「やや重要」の合算値

 

生活環境への関心は継続して高く、 「スーパー・コンビニ」などの情報への関心が増加。引き続きの住居情報・生
活情報の強化が必要と考えられる

住居への関心は継続して高く、 「習い事」「レジャー」などの生活に関する情報への関心が微増。引き続きの住居
情報・生活情報の強化が必要と考えられる

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）



福島移住促進のための情報発信に向けたインターネットパネル調査（第5回）・2024.3 
 

24
資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが、移住先でご自分の住まいを探すときに最も重視する情報を 

ひとつだけお知らせください。』  

一般に年代があがるほど、住まいの各要素への関心が高くなるが、築年数については20代30代が 
関心が高い。 

2.10　移住する際の住まい探しで重視する情報ー福島移住関心層 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資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが移住先で住まいを確保する際に、どのくらいの家賃の家に居住したいと思いますか。あなたの考

えに最も近いものをお知らせください。（１つ選択）』  

移住先の住まいの家賃として、20～30代は「5～7万円」が最も多く、50～60代は「3～5万円」が最も多い。若
い年代は家賃予算をやや高くしても、築年数など含めた物件水準を上げたいという意向が見受けられる。 

2.11　移住する際の住まい探しで希望する家賃ー福島移住関心層 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・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが福島県の移住先で住まいを確保する際に、どのような間取りの家に居住したいと思いますか。あ
なたの考えに最も近いものをお知らせください。（１つ選択）』 

移住先の住まいにおいて希望する間取りは、全年代で3LDK～4LDKが人気があるが、20代については
2LDKが抜きんでて高い 

年代×間取りのグラフ

2.12　移住する際の住まい探しで希望する間取りー福島移住関心層① 

3LDK2LDK1LDK 4LDK 5LDK
以上

1K 特に希望はない

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 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・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが移住先で住まいを確保する際に、どのくらいの家賃の家に居住したいと思いますか。あなたの考

えに最も近いものをお知らせください。（１つ選択）』かつ 
『あなたが福島県の移住先で住まいを確保する際に、どのような間取りの家に居住したいと思いますか。あ

なたの考えに最も近いものをお知らせください。（１つ選択）』 

移住先の住まいにおいて、希望する間取りと家賃の関係性では、3LDKでは7～9万円(45.6％)、2LDKでは
3～5万(34.1％)が最も多い 

 
7～9万円の層は、3LDK(45.6％)を
望む層が最も多い。5～7万円の層
は、2LDKと3LDKに集中（それぞれ
31.8％、35.3％）。

2.12　移住する際の住まい探しで希望する間取りー福島移住関心層② 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 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・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが福島県の移住先で住まいを確保する際に、どのような築年数の家に居住したいと思いますか。あ
なたの考えに最も近いものをお知らせください。（１つ選択）』 

築年数については、20代の47.2％、30代の45.0％が「築1～10年未満」を希望している。築浅の物件をより好
んでいる状況が明確となった 

2.13　移住する際の住まい探しで希望する築年数ー福島移住関心層 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 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・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが移住先で住まいを確保する際に、どのような立地条件の家に居住したいと思いますか。あなたの
考えに最も近いものをお知らせください。（１つ選択））』 

移住先の立地条件として「生活に便利な街中」「田園風景が広がる郊外」が全年代で希望が多いが、20代
は「自然が豊かな中山間地域」が他世代より高い特徴がある 

2.14　移住する際の住まい探しで希望する立地条件ー福島移住関心層 

生活に便利な

街中 

田園風景が

広がる郊外 

自然が豊かな

中山間 

地域 

その他  特に希望はな

い 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 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・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたが移住先で住まいを確保する際にどのようなサポートを重視しますか、以下の中から上位3つまでを
お知らせください。（３つまで選択可）』 

住まい探しにあたって「間取り、家賃等の情報提供」「希望にあった空き家の紹介」「現地視察の案内」など
が関心が高い 

2.15　移住する際の住まい探しの際に求めるサポートー福島移住関心層 

間取り、 

家賃等の 

情報提供 

自分の 

希望に 

合った 

空き家 

の紹介 

物件の 

現地視察 

の案内 

新着物件 

の情報 

提供 

補助制度 

の紹介 

（家賃・ 

改修費・ 

家財等処分

など） 

不動産 

事業者 

の紹介） 

医療・ 

福祉施設 

を見つけ 

るサポート 

空き家 

の所有者 

との面会 

教育施設を

見つける 

サポート 

その他 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 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2.16　移住先での子育て・教育で重視するポイントー子どもを持つ福島移住関心層① 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=365） 

『移住先での子育てや教育について、あなたが重視することをすべてお知らせください。 （複数選択可） 』 
※子どもあり世帯のみ 

子どもを持つ移住関心層の「遊び場やレジャー施設」への関心は特に20～30代が高い。子育て世代に向けて、
暮らしの充実を含めた子育て・教育に関する多様な情報発信が必要

出産・
育児に
関する
支援制
度の情
報

地域の
保育園
・幼稚
園の情
報

地域の
小中学
校の情
報

子ども
向けの
医療機
関の情
報

子育て
サーク
ルや学
童クラ
ブなど
につい
ての情
報

子ども
向けの
遊び場
やレ
ジャー
施設に
関する
情報

子育て
支援制
度や奨
学金な
どの支
援情報

学校な
どへの
アクセ
スが良
い住宅
物件情
報

先輩の
ファミ
リー移
住者に
よる声

地域の
高校・
高校進
学に関
する情
報

大学進
学に関
する情
報

関係施
設の場
所をま
とめた
情報

子どもを持つ移住関心層の「保育園・幼稚園」「小・中学校」への関心は特に20～40代が高い
医療機関への関心は年代が上がると高まるが、30代以上でも40％以上の関心がある
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資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=365） 

男性は「教育の特色」、「小中学校の立地」に強い関心

　女性は「学校の周辺環境」、「卒業後の進学について」に強い関心

『あなたが福島への移住の検討を進める上で、小中学校の教育に関してどのような情報を重視しますか。以

下の中からあてはまるものを全てお知らせください。（複数選択可）』  

教育で重視することの全体スライドを
作成

男性の方多い順のグラフを作成

小中学校の

立地について

教育の特色

について

学校の周辺

環境について

卒業後の進

学について

小中学校の

規模について

教育における

地域との関わ

り（地元体験）

について

教育において、重視されるものは第1位が「教育の特色について」と「学校の周辺環境について」（どちらも
33.2％）、第3位が小中学校の立地について（29.3％）男性は教育の特色について女性より6.7%高く重視する
傾向。 

教育で重視する情報は「教育の特色(33.2％)」が第1位の一方、「学校の周辺環境(33.2％)」「小中学校の立
地(29.3％)」と続き、学校を取り巻く環境や交通事情等も含めた情報も求められている。また第4位「卒業後
の進学(28.2％)」となり、福島での教育により描ける将来像やキャリア等の発信も重要 

2.16　移住先での子育て・教育で重視するポイントー子どもを持つ福島移住関心層② 

教育で重視する情報は「教育の特色」のほか「周辺環境」「立地」「進路」と続

き、学校生活のリアリティや、卒業後の姿にも高い関心 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2.17　移住先での余暇の過ごし方ー福島移住関心層 

33
資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

『福島の移住先での余暇の過ごし方について、あなたが最も重視する情報を 

ひとつだけお知らせください。』  

余暇で重視することの全体スライドを作成

どの選択肢の比較になっていない

データラベルを一部分変更

スポーツを楽

しむこと

アウトドアを

楽しむこと

食べ物を楽

しむこと

近隣地域の

旅行

美術館・博物

館などの芸

術鑑賞

ボランティア

などの社会

的活動

創作活動

全世代で「食べ物を楽しむこと」が最も多い。20～30代では「アウトドア」や「スポーツ」を楽しむ傾向も強く、
その地域ならではのアクティブな楽しみ方を提案することも有効 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2.18　移住に関する意志決定の仕方ー福島移住関心層 

34

『福島への移住を決めるに際し、あなたは誰と意思決定しますか。（１つ選択）』

移住決定にあたって「家族と一緒に決める」が最も高く、男性・女性それぞれの目線での情報提供が引き続き重
要。一方、「自分一人で決める」も増加傾向

家族と一緒に 
決める 

自分一人
で決める 

家族が決める  その他 家族に相談す
るが意思決定
は自分でする 

男性向け・女性向けともに発信をする必要がある  
家族向けのの発信では、女性が特に関心を持つ生活情報の発信も求められる

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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※以下の各設問への回答を集約 
・あなたは移住者向けの家賃補助制度に関心はありますか。 
・空き家のリノベーション金額が最大250万円補助される制度があります（諸条件あり）。あなたはこの制度について、関心がありますか。 
・あなたが、福島へ移住を検討するにあたり、仕事を探す上で関心のあるものをお知らせください。移住者向け転職情報/移住者向け転職フェア  
・あなたは、福島12市町村のイベントや支援制度の最新情報が届くメルマガに関心がありますか。  
・福島県では、1泊2日、自己負担5,000円で12市町村を巡るツアーを行っております。あなたはこのツアーに関心がありますか。 
・福島県では、移住検討のために現地訪問する際にかかる交通費を一部補助する制度があります。あなたはこの制度に関心がありますか。  

35

2.19　移住に関する支援制度への関心ー福島移住関心層 

移住に関する支援制度・メニューへの関心(※) 

移住支援制度等への関心はいずれも高い。20代では移住者向け転職情報と転職フェアが1位・2位。30代では1
位が移住者向け転職情報、2位・3位に住まいの制度 (家賃補助、空き家リノベーション補助)が続く  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810）

移住者向け
の家賃補助 

空き家リノ
ベーション補
助 

移住者向け
転職情報 

転職フェア  メルマガ  12市町村移
住ツアー 

現地訪問交
通費補助 

移住支援制度等への関心はいずれも高い。20代では移住者向け転職情報と転職フェアが1位・2位。30代では1
位が移住者向け転職情報、2位・3位に住まいの制度 (家賃補助、空き家リノベーション補助)が続く  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2.20　移住支援金による浜通りエリアを中心とした12市町村への移住について 
ー福島移住関心層 

支援金がでるなら
移住を前向きに
検討したい

支援金は魅力的だが、
すぐに移住を検討 
するほどではない

支援金が出ることは
移住の意思決定に 
あまり影響を 
あたえない

移住は検討しても、
支援金をもらおう 
とは思わない

支援金で移住者を
増やすことには
違和感がある

『福島県の浜通りエリアを中心とした対象12市町村へ5年以上の期間で県外から移住すると単身で120万円、 
家族で移住の場合は200万円の移住支援金が給付される可能性があります（諸条件あり）。 

あなたの移住に対するお気持ちについて、あてはまるものをひとつお知らせください。（１つ選択）』

「支援金は魅力的だがすぐに移住を検討するほどではない」が引き続き最も高い。支援制度のほかにも、移住を
検討する行動に移すための具体的な施策が必要  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回(R3.7月)：N=563、第2回(R4.1月) ：N=889、第3回(R4.9月) ：N=871、第4回(R5.3月) ：N=863）

「支援金は魅力的」の旨の回答は多く、引き続きの発信が必要  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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2.21　起業支援金による浜通りエリアを中心とした12市町村への移住について 
ー福島移住関心層① 

起業支援金がでるなら
現地での開業・起業を
前向きに検討したい

起業支援金は活用したいが、
移住することには
抵抗がある

起業支援金は活用したいが、
開業・起業することは
検討しづらい

起業支援金で
開業・起業を促進することに
は違和感がある

「起業支援金がでるなら前向きに検討したい」が首位であるが、「起業支援金は活用したいが移住することに抵抗
がある」が増加傾向。

『福島県の浜通りエリアを中心とした対象１２市町村へ移住し、さらに開業や起業をした場合、 
一定の要件を満たすことで必要な経費の一部を最大400万円補助する起業支援金が給付されます。 
あなたの移住に対するお気持ちについて、あてはまるものをひとつお知らせください。（１つ選択）』

 

起業への関心は減少しているものの、「前向きに検討したい」が継続して首位。引き続きの発信が必要

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=863） 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
37
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2.21　起業支援金による浜通りエリアを中心とした12市町村への移住について 
ー福島移住関心層➁ 

『福島県の浜通りエリアを中心とした対象１２市町村へ移住し、さらに開業や起業をした場合、 
一定の要件を満たすことで必要な経費の一部を最大400万円補助する起業支援金が給付されます。 
あなたの移住に対するお気持ちについて、あてはまるものをひとつお知らせください。（１つ選択）』

 

20代は起業に関しての関心はあるが抵抗感も高い。30～40代は抵抗感が減少し、より前向きになっていることか
ら、起業支援にあたって、若年層の抱える不安の抵触と、中高年の起業意欲の後押しが必要  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

20代は起業への関心層はあるものの、移住への抵抗がある層が40％以上。起業関心層に対しても、移住への
懸念点を払しょくする情報発信やヒアリングなどをする必要がある
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※下記設問に対し、「起業支援金がでるなら現地での開業・起業を前向きに検討したい」「起業支援金は活用したいが、移住することには抵抗がある」と回答した人に対する設
問。設問：『福島県の浜通りエリアを中心とした対象１２市町村へ移住し、さらに開業や起業をした場合、一定の要件を満たすことで必要な経費の一部を最大400万円補助する
起業支援金が給付されます。あなたの移住に対するお気持ちについて、あてはまるものをひとつお知らせください。（１つ選択）』
資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=543） 

2.22　移住先で開業・起業を検討するときに重視する情報 
ー起業に関心のある福島移住関心層 

起業する場合に求めるものは「支援制度」「行政等とのつながり」「現地の開業・起業例」などが高い。  
男女別では、女性のほうが特に現地の開業・起業例の関心が高く、具体的なイメージを求めている

『あなたが移住先で開業・起業を検討する場合、重視する情報をすべてお知らせください。 （複数選択可） 』

補助金などの 
支援制度

行政や公的機関 
とのつながり 

開業・起業関連 
のイベントや 
セミナー等の情報 

現地の開業 
・起業例 

地域の開業 
・起業に 
関するニーズ 

先輩起業家や 
伴走支援団体等 
からの併走支援 



福島移住促進のための情報発信に向けたインターネットパネル調査（第5回）・2024.3 
 

移住相談のツールとしては「現地窓口」「東京窓口」を望む声が多いが、「ビデオ通話」も3割が希望してお
り、オンライン/オフライン両方の手法の活用が必要 

40
資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810）

『あなたが、福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村に移住することを検討するとしたら、どのような手段

で相談したいですか。あてはまるものをすべてお知らせください。（複数選択可）』

2.23　移住を検討する上で利用したい相談手段ー福島移住関心層 

20～30代が求める情報第1位はイベント情報、次いで生活や住まい、インタビュー情報   
20～30代では、第1位のイベント情報は、2位以下と11.2ポイント以上の差をつけている  

福島県浜通り
の現地窓口で
の対面 

東京窓口での
対面　Zoom 

Google　Meet
等を使ったビ
デオ通話 

メール  電話  その他 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2.24　移住を検討する上で参加したいものー福島移住関心層 

『あなたが、福島への移住の検討を進めるうえで参加したいと思うものを教えてください。
（それぞれ１つずつ選択）』※「とても参加したい」、「やや参加したい」の合算値

前回に引き続き、オンライン開催へのニーズは減少していない。オフラインでの実施も継続しつつ、ハイブリッドに
て開催をする必要がある

移住支援制
度に関する
説明会（オフ
ライン） 

移住支援制
度に関する
説明会（オン
ライン） 

首都圏で開
催する移住
相談イベント
（オフライン） 

現地の見人
との意交換
会（オフライ
ン） 

移住に関す
る個別相談
会（オフライ
ン）） 

現地の人と
の意見交換
会（オンライ
ン） 

現地で開催
する現地の
人との交流
イベント（オ
フライン） 

キャリアコン
サルタントに
よる相談 

移住に関す
る個別相談
会（オンライ
ン） 

コロナの感染が縮小してもなおオンライン開催へのニーズは減少していない。オフラインでの実施も継続しつつ、
ハイブリッドにて開催をする必要がある

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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2.25　移住を検討する上で必要だと思う行動ー福島移住関心層 

『福島県では、現地ツアーや住民との懇親会などの移住サポートを企画しています。
あなたが、実際に移住を決める前に必要だと思う行動を教えてください。（１つ選択）』

 

引き続き、現地訪問の関心は高い傾向。「現地の人と会う必要はない」が微増しているため、  
現地の人と会う機会を重視しつつ、選択肢が幅広いツアーなどの機会も確保していくことが重要

現地に実際に行
き、現地の人の話
を聞きたい 

現地へは行きたい
が、現地の人と対面
で会う必要は 
ない 

現地へは行かなくて 
よいが、オンライン等で
現地の人の話は聞きた
い 

自分自身の情報
収集で意思決定で
きると思う 

コロナの影響が小さくなり現地訪問のハードルが下がったことにより、現地訪問への関心は上昇
現地の人と会う機会を重視しつつ、現地の生活を体験できるのツアーなどの機会も確保していく

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『福島に移住を検討する際に、参考として現地を訪問したいと思いますか。また、どのような目的で訪問した
いですか。以下の中からあてはまるものをすべてお知らせください。（複数選択可）』 

移住にあたっての現地訪問は「地域の雰囲気を知るため」「日常生活の理解を深めるため」「地域の特色を
知るため」を目的としている。一方、20代では現地訪問をしたいと思わない層も一定存在 

2.26　移住を検討するための現地訪問の目的ー福島移住関心層 

地域の雰囲気 
を知るため 

移住後の日常 
生活について 
理解を深める 
ため 

地域の文化 
や自然など 
の特色を 

知るため

地域の人と 
話をするため 

その他  現地訪問を 
したいとは 
思わない 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 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2.27　移住を検討する上で利用したいサポートー福島移住関心層 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第3回(R4.9月) ：N=871、第4回(R5.3月) ：N=863）

『あなたが、福島へ移住を検討するにあたり、以下のような移住者サポートがあれば 
利用したいと思いますか。（それぞれ１つずつ選択）』

「あなたは移住前に先輩移住者の話を聞きたいと思いますか。」
「あなたは移住前に先輩移住者からのサポートを受けたいと思いますか。」

 

「先輩移住者の話を聞きたい」「先輩移住者からのサポートを受けたい」はともに横ばい。8割の福島移住関心層
がサポートを利用したいと回答

「先輩移住者の話を聞きたい」「先輩移住者からのサポートを受けたい」はともに微増。約80％の福島移住関心層
がサポートを利用したいと回答

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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・「3~5万円」と答えた層

- 男女での違いは生じず

- 20代30代から年次があがるにつれ重視する層も増える。

- 総計でみて、子供ありの層がナシの層に比べて数値が高い。

- 男性の子供アリの属性は、子供ナシと比べて数値が高い。しかし、女性は子供ありと子供ナシで数値があまり変わらない。

・「5~7万円」と答えた層

- 男性の方が多い傾向

- 20、30、40代に高い傾向

- 女性の子供ありの属性が子供ナシの属性と比べて数値が高い

『あなたは福島への移住後に地域住民とどのような関係を持ちたいと思いますか。あなたの考えに最も近い
ものをお知らせください。（１つ選択）』 

移住後に地域住民と顔を合わせる頻度は、いずれの年代も「週に1～2回」が最も望ましいと回答。一方、若
い層ほど「ほぼ毎日」と「年1～2回」とに二分化する傾向もある 

2.28　移住後に持ちたい地域住民との関係性ー福島移住関心層 

20代 30代 40代 50代 60代

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 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3.1　移住意向ー全体 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

『国内での移住について、あなたのお気持ちに最も近いものをお選びください。（１つ選択）』 

前回に続き、比較的短期間での移住希望が減少傾向にある。早期移住傾向が落ち着いた状況になっていると
考えられる 

1年以内に移住を 
考えている 

3年以内をめどに 
移住を考えている  

将来は今と違うところへ  
移住したいと考えている  

移住したいという  
漠然とした思いがある  

特に移住したいという  
思いはない 

全体では、第1回～第3回では比較的短期間での移住希望がやや増加していたが、第4回では微減。コロナ禍で
の早期移住傾向が落ち着いたと考えられる  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3.2　移住意向ー福島移住関心層 

『国内での移住について、あなたのお気持ちに最も近いものをお選びください。（１つ選択）』 

移住関心層は「3年以内をめどに移住を考えている」が増加するなど、移住検討期間が長期化し、移住に対して
情報収集などの準備を重視する傾向があると考えられる  
 

1年以内に 
移住を考えている

3年以内をめどに 
移住を考えている 

将来は今と違う 
ところへ移住したい 
と考えている 

移住したいという 
漠然とした思いがある 

特に移住したいという 
思いはない 

移住関心層でも「将来はいまとは違うところへ移住したいと考えている」が増加するなど、移住への意向は長期
化・慎重化している。この傾向を受け、情報発信の在り方を考える必要がある  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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3.3　福島県への移住意向ー全体① 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

どの項目でも前回の数値が横ばいになっており、移住への意向は慎重化していると考えられる  

『以下のエリアに対する移住先としての印象をお知らせください。』「福島県［福島県在住者は（県内の他の市）］」

とても住んでみたい 

住んでみたい 

二拠点居住なら 
住んでみたい 

短期滞在なら住んでみたい 

どちらかというと 
住みたくない 

住みたくない 

絶対に住みたくない 

「とても住んでみたい」「住んでみたい」が微減するなど、移住への意向は慎重化している  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3.3　福島県への移住意向ー全体➁ 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

「とても住んでみたい」「住んでみたい」「2拠点居住なら住んでみたい」は前回の数値とほぼ横ばい。  
引き続き関心がある層に対してのアプローチが必要  

『以下のエリアに対する移住先としての印象をお知らせください。』「福島県［福島県在住者は（県内の他の市）］」

第4回  第5回 

第5回の元データがとても住んでみたい、住んでみたい、２拠点居住なら
住んでみたいという回答しかない

「とても住んでみたい」「住んでみたい」合計は減少傾向の一方、20～30代の「とても住んでみたい」層の減少率
は小さい傾向。引き続き関心を強く持つ層へのアプローチが大切と考えられる
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3.4　浜通りエリアを中心とした12市町村への移住意向ー福島移住関心層① 

「仕事や生活での不安が無ければ検討したい」が微増。「検討する段階にない」は微減。生活面、仕事面での情
報発信を強めるアプローチが大切と考えられる

『あなたは、福島県の浜通りエリアを中心とした対象12市町村への移住を検討しますか。（１つ選択）』

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回(R3.7月)：N=563、第2回(R4.1月) ：N=889、第3回(R4.9月) ：N=871、第4回(R5.3月) ：N=863）

数値はおおむね横ばい。引き続き関心を強く持つ層へのアプローチが大切と考えられる

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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52

3.4　浜通りエリアを中心とした12市町村への移住意向ー福島移住関心層➁ 

20代、30代、40代の「積極的に検討したい」層は微増の傾向。引き続き関心を強く持つ層へのアプローチが大切
と考えられる
 

第4回  第5回 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第3回(R4.9月) ：N=871、第4回(R5.3月) ：N=863）

「積極的に検討したい」層は微増の傾向。引き続き関心を強く持つ層へのアプローチが大切と考えられる
 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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3.5　浜通りエリアを中心とした12市町村で移住したいと思うエリア 
ー福島移住関心層① 

浪江町・富岡町など、
居住制限が解除され
インフラが再構築さ
れたエリアが多い地域

南相馬市・田村市など、
一般的な地方都市とし
ての機能を持つ地域

広野町・楢葉町など、
東京へのアクセスが
電車で3時間以内の地域

大熊町・双葉町など、
最近避難指示が
一部解除された地域

川内村・飯舘村・
葛尾村・川俣町などの
中山間地域

『あなたが、福島県の浜通りエリアを中心とした対象12市町村に移住を決めた場合、
移住したいと思うエリアについて、教えてください。（複数選択可）』

全体として移住したいエリアを選択する傾向が薄れているが、生活環境の整った地方都市への関心に次いで、イ
ンフラが構築された地域、アクセスが良い地域などの関心が高く、利便性が重視されている

福島移住関心層は、一般的に移住場所として人気のある地方都市への関心に加え、「居住制限が解除されイン
フラが再構築されたエリアが多い地域」など、復興のための移住関心があると考えられる

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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3.5　浜通りエリアを中心とした12市町村で移住したいと思うエリア 
ー福島移住関心層➁ 

男女別では、全般に、女性の方が移住したい地域への関心が低い。女性の関心をより高めるために、12市町村
の各エリアそれぞれの情報を発信することが求められる

『あなたが、福島県の浜通りエリアを中心とした対象12市町村に移住を決めた場合、
移住したいと思うエリアについて、教えてください。（複数選択可）』

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810）

浪江町・富岡町など、
居住制限が解除され
インフラが再構築さ
れたエリアが多い地域

南相馬市・田村市など、
一般的な地方都市とし
ての機能を持つ地域

広野町・楢葉町など、
東京へのアクセスが
電車で3時間以内の地域

大熊町・双葉町など、
最近避難指示が
一部解除された地域

川内村・飯舘村・
葛尾村・川俣町などの
中山間地域

「居住制限が解除されインフラが再構築されたエリアが多い地域」への関心は、男性1位、女性は2位と関心が高
い。女性の関心をより高めるため、安心して生活ができる旨の情報を発信することが求められる
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3.6　移住に関心を持つ理由ー福島移住関心層 

『あなたは、福島県の浜通りエリアを中心とした対象12市町村への移住を検討しますか。（１つ選択）』

「具体的に住んでみたい場所がある」「今住んでいる場所から離れたい」などが微増。「田舎での生活への憧れ」
などは減少し、移住がイメージ重視から具体性を帯びたものとして捉えられている  

新しい場所
で生活して
みたい 

田舎での
生活に憧
れがある 

具体的に
住んでみた
い場所が
ある 

地方での
地域社会
への貢献
に興味が
ある 

都会の生
活に疲れ
ている 

今住んで
いる場所
から離れた
い 

今住んで
いる所では
仕事がな
い 

今住んで
いる所では
家庭が持
てない 

地方での
仕事に関
心がある 

地域の住
環境が良
い所に住
みたい 

その他 

「田舎での生活に憧れがある」「都会の生活に疲れている」などが比較的大きく増加。移住への関心が具体的な
ものではなくなり、時間をかけて移住を検討しようとしていると考えられる  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

〇自分の希望する仕事が46.7％と最も高い関心。

　（一部を除く子供アリ属性の方が、このことを重視している）

〇自分の希望する住まいが見つからない

　子供がいる人に比べて、いない人の方が希望の住まいを阻害要因として考えている

〇地域の利便性が低い

20~40代の子供がいない属性の方が阻害要因として考えていた 『設問』  

『あなたが福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村に移住を検討する際に、移住決定を妨げる要因があ

りましたら、上位3つまでお知らせください。（３つまで選択可）』  

移住を決定する際の阻害要因として、希望する「仕事」が見つからないが1位(46.7％)、「住まい」が見つから
ない(31.4％)が2位となり、仕事と住まいが二大要因であることが改めて判明 

3.7　移住決定を妨げる要因ー福島移住関心層 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3.8　移住のタイミングー福島移住関心層① 

『あなたが、福島への移住を決めるとするとどのタイミングになりますか。（１つ選択）』

「すぐにでも移住したい」「なるべく早いタイミングで移住を検討」の合計は横ばいであるが、「すぐに」は減少であ
り、やや意思決定が鈍化している傾向  

「すぐにでも移住したい」層は増加。移住を真剣に考える層は増えているものの、時期などの具体的な計画は立
てられていない模様。移住を真剣に考えている層に対する発信が必要と考えられる  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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3.8　移住のタイミングー福島移住関心層➁　 

『あなたが、福島への移住を決めるとするとどのタイミングになりますか。（１つ選択）』

年代別では、20～30代は速やかな移住を望む傾向が強い。移住検討層への具体的な情報発信やサポートによ
り、移住の決断を促すことが大切と考えられる

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810）
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4.　移住施策等に関する認知 

59
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『あなたは、福島県への移住に関する以下の事柄について、どの程度御存知ですか。それぞれについて、最も近いものを1
つずつお知らせください。（それぞれ１つずつ選択）』 

4.1　福島県への移住に関する情報の浸透状況ー全体① 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

原発事故で避難区域となった12市町村への移住も可能なこと 

上記の福島12市町村への移住で最大200万円の移住支援金がもらえる可能性があること 

福島移住関心層以外も含む全体では「原発事故で避難区域となった12市町村への移住も可能なこと」について
「大体の内容を知っている」と答えた層は5.3％と微減だが、継続して一定の層の認知を得ている  

「原発事故で避難区域となった 12市町村への移住も可能なこと 」の認知は横ばい傾向
「移住を受け入れていること」「移住支援金をもらえる可能性があること」の認知度は微増  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『あなたは、福島県への移住に関する以下の事柄について、どの程度御存知ですか。それぞれについて、最も近いものを1
つずつお知らせください。（それぞれ１つずつ選択）』 

4.1　福島県への移住に関する情報の浸透状況ー全体➁ 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

年代別にみると、全年代で認知度が微減であるが、「大体の内容を知っている」は20代で8.7％、30代で6.3％と、
他の年代よりも高い。認知している層に、いかに福島への移住への関心を持たせるかが重要  

原発事故で避難区域となった12市町村への移住も可能なこと 

認知度は横ばいから減少。センターとしては、更なる認知上昇よりも、移住関心層に対しより関心を高める施策を
検討する。男女の認知の差には開きがあるため、女性への認知度上昇への打ち手は検討していく

単位：％
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4.2　福島県への移住に関する情報の浸透状況ー福島移住関心層① 

原発事故で避難区域となった12市町村への移住も可能なこと 

上記の福島12市町村への移住で最大200万円の移住支援金がもらえる可能性があること 

『あなたは、福島県への移住に関する以下の事柄について、どの程度御存知ですか。それぞれについて、最も近いものを1
つずつお知らせください。（それぞれ１つずつ選択）』 

福島移住関心層では、「原発事故で避難区域となった12市町村への移住が可能なこと」の認知は39.5％。認知を
行動に移すため、移住に向けた多様な情報発信を行い、理解を得ていくことが重要  

福島県が積極的に移住を受け入れていること 

とばす

福島移住関心層への移住認知度・移住支援金認知度は堅調に推移  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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4.2　福島県への移住に関する情報の浸透状況ー福島移住関心層➁ 

『あなたは、福島県への移住に関する以下の事柄について、どの程度御存知ですか。それぞれについて、最も近いものを1
つずつお知らせください。（それぞれ１つずつ選択）』 

原発事故で避難区域となった12市町村への移住も可能なこと 

年代別では、福島移住関心層のうち20～30代は12市町村への移住も可能なことについて順調に認知が進んでい
る。 

福島移住関心層では20～30代で着実に増加。女性よりも男性の方が認知度が高い  

単位：％

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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4.3　移住施策に関する認知ー全体 

『あなたはこれまでに、以下のバナー広告やロゴを見たことがありますか』 
「未来ワークふくしま」というキャンペーン名」 

 

全体では、未来ワークふくしまというキャンペーン名を「確かに見た」「見たような気がする」の合計は、20代で28.2
％、30代で22.4％。前回よりやや減少したが、その他の年代より多い  

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査：N=50,000）

単位：％
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4.4　移住施策に関する認知ー福島移住関心層 

『あなたはこれまでに、以下のバナー広告やロゴを見たことがありますか』 
「「未来ワークふくしま」というキャンペーン名」 

 

福島移住関心層では、未来ワークふくしまというキャンペーン名を「確かに見た」「見たような気がする」の合計は、
20代で78.0％、30代で76.7％。前回よりやや減少したが、その他の年代より多い  

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）

単位：％
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資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810） 

『設問』  

大熊町・双葉町

など：最近避難

指示が一部解除

された地域  

川内村・飯舘村・

葛尾村・川俣町な

ど：中山間地域 

広野町・楢葉町

など：東京への

アクセスが電車

で3時間以内の

地域 

南相馬市・田村

市など：一般的

な地方都市とし

ての機能を持つ

地域 

浪江町・富岡町など

：居住制限が解除さ

れインフラが再構築

されたエリアが多い

地域 

12市町村のエリア別に、移住の受入れ体制の整備進捗度を尋ねたところ、南相馬市等の地方都市、広野
町等のアクセスの良い地域では、進捗度がやや高い、または高いと認識されているが、いまだ半数弱に留
まっている。 

生活環境

『あなたは福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村の移住、仕事の進捗について、どのような認識を

持っていますか。あなたの認識に最も近いものをお知らせください。』  

4.X　エリア別の仕事、生活環境整備の進捗に関する認知ー福島移住関心層 

4.2

単位：％

4.5　エリア別の移住受け入れの進捗に関する認知ー福島移住関心層 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資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=863） 

 

『設問』  

教育で重視することの全体スライドを
作成
５つのエリアと移住の進みあい、仕事
の進み具合のグラフ
　進捗度低いのが薄い緑

大熊町・双葉町な

ど：最近避難指示

が一部解除され

た地域 

川内村・飯舘村・葛

尾村・川俣町など：

中山間地域 

広野町・楢葉町など：東

京へのアクセスが電車

で3時間以内の地域  

南相馬市・田村市など：

一般的な地方都市とし

ての機能を持つ地域  

浪江町・富岡町など：居

住制限が解除されイン

フラが再構築されたエリ

アが多い地域 

12市町村のエリア別の「仕事整備に関する進捗」「生活環境に関する進捗」ともに、「移住受入の進捗」と同
じ傾向となっている。仕事や生活の多様性などをより一層情報発信していくことが必要 

生活環境

上段『あなたは福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村の移住、仕事の進捗について、どのような認識

を持っていますか。あなたの認識に最も近いものをお知らせください。』  
下段『あなたは福島県の浜通りエリアを中心とした12市町村の生活環境の進捗について、どのような

認識を持っていますか。あなたの認識に最も近いものをお知らせください。』  
仕事

生活環境

5.4 5.9

5.7 5.9

単位：％

4.5　エリア別の仕事、生活環境整備の進捗に関する認知ー福島移住関心層 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5.　情報取得経路
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5.1　利用頻度の高いメディアー全体 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810）

『下記のメディア、アプリの利用頻度をお知らせください。（それぞれ１つずつ選択）』

全体的にデジタル媒体の使用頻度が高い。ただ、テレビやLINE、YouTubeは利用頻度高めだが、Facebookはデ
ジタル媒体の中ではあまり活用されていない。

第5回の数値のみ使用？

新聞や雑誌などの紙媒体よりもSNSなどのデジタル媒体の方が利用頻度が高い
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5.2　利用頻度の高いメディアー福島移住関心層 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

『下記のメディア、アプリの利用頻度をお知らせください。（それぞれ１つずつ選択）』

福島移住関心層では、各メディアの使用頻度が全体の層よりも高い。また、x（旧twitter）、Instagram、Facebook
は、「利用したことはない・知らない」と回答した割合が他のデジタル媒体と比べて高い

福島移住関心層では、各メディアの利用頻度が全体の層よりも高い
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5.3　各広告・キャンペーンの認知経路ー全体 

※「移住関連の雑誌」は「TURNS」「田舎暮らしの本」など 
※Instagram、Twitter、Facebook、Youtubeは投稿・広告を含む 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

単位：％

『あなたはこれらについて、どこでお知りになりましたか。 
あてはまるものをいくつでもお知らせください。（それぞれ複数選択可）』

インターネット広告・バナー広告により、「未来ワークふくしま」のキャンペーンについての認知が相対的に高いこ
とが確認できる。また、移住支援金の認知は福島県ホームページからの認知が高い

インターネット広告・バナー広告により、「未来ワークふくしま」のキャンペーンについての認知が相対的に高いこ
とが確認できる
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単位：％

5.4　各広告・キャンペーンの認知経路ー福島移住関心層 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、N=810）

『あなたはこれらについて、どこでお知りになりましたか。 
あてはまるものをいくつでもお知らせください。（それぞれ複数選択可）』

福島移住関心層は、テレビに次いで新聞、福島県ホームページなどから情報を集める。x（旧twitter）からの情報
収集も比較的高い傾向

福島移住関心層では、テレビに次いで福島県のホームページも情報収集経路として活用されている
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6.　移住と復興
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6.1　福島県の浜通りエリアとの関係性ー全体 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

『福島県の浜通りエリアとご自身の関係について、 
下記の中であてはまる項目をすべてお知らせください。（複数選択可）』

復興への関心は減少傾向。また、浜通りエリアを認知していない割合も微増。復興や移住に関する情報発信の
機会が減少している可能性がある

あとで、データが分からない

福島県の浜
通りエリア
がどこかわ
からない 

関心はある
が、特に自
分自身の生
活とは関係
ない 

特に関心が
あることで
はない 

震災前は仕
事やプライ
ベートで訪
れたことが
ある 

震災後に仕
事やプライ
ベートで訪
れたことが
ある 

できれば仕
事・ボラン
ティアとして
役に立ちた
い 

知人・友人
が多く関
わっている 

自分にゆか
りのある土
地である 

できれば関
わりたくな
い 

過去に住ん
でいたいこ
とがある 

復興への関心は減少傾向。メディアなどで取り上げる機会の減少が影響すると考えられる
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6.2　福島県の復興についての関心ー全体 

第4回  第5回 

資料：福島移住インターネットパネル調査（スクリーニング調査、N=50,000） 

『あなたは福島県の被災からの復興（災害前の状態に戻すのではなく、 
地域の持続的発展に向けた新しいチャレンジ等の取り組み）にどの程度関心がありますか。』

復興への関心は減少傾向。情報発信の機会の減少が影響したと考えられる  

わからない

復興への関心は減少傾向。メディアなどで取り上げる機会の減少が影響すると考えられる
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6.3　福島県の復興についての関心ー福島移住関心層 

『あなたは福島県の被災からの復興（災害前の状態に戻すのではなく、 
地域の持続的発展に向けた新しいチャレンジ等の取り組み）にどの程度関心がありますか。』

 

移住関心層の復興についての「関心あり」層は横ばいだが、全体の9割を占めている。引き続き、被災からの復
興についての情報発信を続けていく必要  

復興への関心は減少傾向。メディアなどで取り上げる機会の減少が影響すると考えられる
 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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6.4　福島県の浜通りエリアとの関係性ー福島移住関心層 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第3回(R4.9月) ：N=871、第4回(R5.3月) ：N=863）

「震災前に訪れたことがある」が最も多い。震災前のかかわり、知人・友人のつながりのある層は減少。  

震災後に仕事や
プライベートで
訪れたことがある

震災前は仕事や
プライベートで
訪れたことがある

知人・友人が
多く関わっている

自分にゆかりの
ある土地である

過去に住んでいた
ことがある

震災前または震災後に仕事やプライベートで浜通りエリアを訪れたことがあるという関係性がそれぞれ  
3割を占める。

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第1回：N=563、第2回 ：N=889、第3回 ：N=871、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）
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6.5　浜通りエリアの現状についての理解ー福島移住関心層 

福島移住関心層の浜通りエリアへの認識は横ばい。全体では変化はあまりないが、福島移住関心層が浜通りエ
リアの現状を詳細に認識している割合は増加傾向  
 

第4回  第5回 

福島移住関心層の浜通りエリアへの認識は堅実に増加  
 
 

資料：福島移住インターネットパネル調査（本調査、第4回 ：N=863、第5回 ：N＝810）


